
第
配
回
新
島
襄
先
生
生
誕
黒
会2
"
9
H
人
山

法
人
部

,
匁
・
い
山
衾
^
:
'
と
'
0
,
"
h
艸
f
^
、

゛
師

ノ
ψ
川
ト
゛
ー
ー
ー
.
1
畍
゛
.
」
冒
米
・
L
Ⅱ
,
、
1
■
、
了
'
J
^
:
父

第
印
回
新
島
講
座
。
削
鮮
に
お
け
る
風
*
乢
ψ
U
"

5
打
れ
Π
火

Ⅱ
゛
獣
。
キ
リ
ス
ト
教
と
風
沌
廻
0
5
Ⅱ
詑
H
水

゛
帥
柳
東
杣
(
延
世
人
学
名
竹
教
授
)

^
Ⅲ
一
f
^
^
"
牝
ト

法
人
事
務
部

同
志
社
教
職
員
研
修
会

,
キ
リ
ス
ト
教
と
十
村
学
の
岡
"

"
冉
.
Ⅲ

岡
小
.
火
(
広
い
山
修
迦
人
1
教
授
)

Ⅱ
Ⅱ

早
天
祈
爾
会

ー
ー
3
Π
幻

新
島
襄
先
生
永
眠
碑
前
祭
 
1
Ⅱ
器
H
網

於
人
磯
町

1
 
加
一
ト

を
外
部
に
公
太
し
た
の
は
は
じ
め
て
で
、
こ
の
桜

は
水
1
に
と
っ
て
は
補
削
的
と
:
"
え
よ
う
。

桜
小
け
"
"
」
は
A
4
放
綿
ヘ
ー
、
シ
で
、
一
,
f
邪
な
ど

将
教
員
の
フ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
ご
b
窯
ボ
敍
、
"
取
近
5

圷
制
の
研
究
業
紬
、
そ
の
他
の
研
究
活
動
な
ど
で

枇
成
さ
れ
て
い
る

大
学

教
員
研
究
活
動
報
告
書
を
出
版

Π
,
」
点
検
・
汁
仙
恕
"
委
共
ハ
ム
(
U
"
桜
と
喬
只

R
)
力
「
教
.
↓
リ
北
ノ
瀞
到
W
門
,
ー
,
ー
ー
9
9
5
1
」

を
川
坂
し
ほ
と
ん
ど
の
小
γ
教
"
貝
の
す
究
活
刑

槻
塾
が
餉
瞰
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
れ
ま
で
、

一
、
」
内
,
ト
に
は
す
て
に
し
く
つ
力
の
乢
f
剖
な
と
て

↓
工
m
 
r
》
↓
円
m
↓

人
、
、方

O
o
m
工
一
m
エ
ン

水
γ
の
,
Π
1
」
卜
桜
・
肘
仙
活
四
で
は
こ
の
ほ
ど
、

教
台
W
究
Π
1
」
卜
Π
後
d
仙
委
員
会
が
i
牛
の
受

け
人
れ
教
h
緜
程
教
n
紕
獄
ず
に
関
す
る
『
「
教

^
1
何
'
り
ノ
,
ー
^
ト
ー
"
ム
リ
.
'
d
 
'
ト
Υ
門
1
ー
ー
ー
ー
 
9
 
9
 
5

を
と
り
ま
と
め
た
力
こ
れ
に
先
に
窕
わ
さ
れ

た
一
^
f
^
^
ー
ビ
ス
^
^
Π
^
占
^
^
・
訓
仙
^
^
^

、

ル
術
防
桜
セ
ン
タ
ー
の

、

桜

の

」

ト
¥
ノ
ー

旭
"
虞
制
の
^
L
n
"
山
や
J
を
"
え
,
Π
」
1
^
矣
・
N

仙
鷲
谷
只
会
の
も
と
て
<
十
、
学
紲
小
Π
"
,
か
什
成

さ
れ
て
い
る

早
稲
田
大
学
と
の
学
生
交
流
か
俳
年
度
か

ら
開
始

N
L
心
村
人
一
,
f
は
F
1
瓢
Ⅲ
Ⅱ
.
乢
.
上
と
の
Ⅱ
U
 
に
才
q

座
か
ら
1
小
を
1
h
に
爪
心
し
あ
う
「
交
換
剤
学

,
Π
↓
」
'
桜
・
.
訓
Ⅲ
ル
ル
、
,
"
U
 
か
公
尖
さ
れ
て
い
る

カ
^
1
一
f
^
山
「
<
の
W
,
.
^
ノ
^
列
を
^
揃
す
る
邦
ル
ー
ー
ー

第
2

q
.
メ
ー
ー
 
H
 
'
ー
ノ

モ

川
頂(

1 ・.

"
は
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制
度
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
と
い
う
、
わ
が
倒
の
人

艸
雨
で
は
き
わ
め
て
珍
し
い
タ
イ
プ
の
学
牛
」
需

恊
・
.
疋
を
綺
紳
し
た
山
印
式
は
ヒ
」

ト
儿
一
一
「
1

稀
脚
人
"
-
f
て
h
わ
れ
"
一
イ
Ⅱ
太
,
人
"
本
艸
f
γ
長
と

灰
訂
孝
康
Π
卜
稲
旺
人
艸
,
総
長
力
協
・
張
,
を
取
り
交

わ
し
た

こ
四
茶
」
需
恊
'
延
は
、
向
人
学
が
そ
れ
ぞ
れ

挑
迩
し
て
き
て
い
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の
一

聯

と
し
て
導
人
す
る
も
の
で
、
向
L
心
社
の
学
牛
が
わ

^
^
^
^
^
・
^
一
^
・
,
^
^
^
^
、
^
^
^
る
^
ル
U
^

で
、
 
H
1
稲
ル
の
7
小
が
H
本
文
化
の
ル
ー
ツ
で
あ

り
靡
史
と
仏
統
を
太
曲
る
」
靴
で
と
、
脚
共
な
る
地
或
.

風
k
に
1
郁
岡
侘
み
牛
活
休
験
し
な
が
長
.
f
ぶ
と

い
う
も
の
で
あ
る

{
.
止
す
る
制
度
は
、
わ
が
田
で
は
珍
し
い

^
1
一
^
Ⅱ
と
^
L
^
^
^
^
^
^
^
^
艸
,
.
」
^
^
J
^
ナ
と
寺

ち
卯
、
以
来
深
い
交
流
が
あ
っ
た
た
と
え
は
、

灯
島
・
熊
と
人
隈
雫
倫
の
親
交
さ
ら
に
何
志
1
萸

学
校
川
身
打
が
数
多
く
来
、
呆
鄭
門
学
校
(
脱
U
1
稲

山
人
7
)
で
教
Ⅷ
を
と
っ
た
こ
と
そ
の
小
に
は
、

坪
仏
辺
暹
と
と
も
に
H
卜
稀
圧
人
1
文
1
W
の
゛
創

W
に
儁
人
な
伎
町
"
を
宋
た
し
た
と
さ
れ
る
大
.
ル
兒

を
笂
娘
に
、
後
圷
Π
卜
稲
Ⅱ
の
礎
を
築
い
た
{
爺
磯

介
卜
大
^
^
剖
の
父
)
浮
仟
刃
民
^
Π
ヒ
Ⅲ
劇
政

鄭治
学
の
源
流
を
形
成
)
、
・
一
女
部
賢
.
介
卜
稲
Ⅲ
人
1

第
八
代
総
長
)
ら
か
い
る
今
川
の
学
牛
」
荒
は
そ

の
よ
う
な
向
大
学
の
関
係
の
川
枇
築
と
も
:
.
Π
え
、

紬
び
つ
き
を
さ
ら
長
化
、
窕
艇
さ
せ
る
も
の
と

し
て
則
待
さ
れ
て
い
る

こ
の
学
牛
又
汾
は
全
f
m
の
Ⅱ
牛
以
レ
か
対

イ
て
匂
川
村
h
に
ー
'
ー
.
"
又
力
U
Ⅱ
乢
f
す
る

'
父
換
学
午
は
折
加
γ
郁
に
関
糸
な
く
7
郭
を
述

べ
原
則
と
し
て
通
常
の
学
牛
と
岡
様
に
及
わ
れ

る
ほ
か
村
下
の
人
7
で
取
得
し
た
米
位
は

こ
れ
ま
で
た
と
え
ぱ
京
都
・
大
学
セ
ン
タ
ー
L

カ
,
介
っ
て
い
る
半
位
五
換
制
度
の
よ
う
に
、
寺
進

地
域
内
の
複
数
△
而
て
の
学
牛
荒
の
例
は
あ

る
が
関
四
と
関
来
の
よ
う
に
災
な
る
文
化
鬮
W

で
長
刈
的
に
い
わ
ゆ
る
幽
内
則
學
し
、
か
つ

謡
先
で
取
得
し
市
位
を
¥
業
中
位
と
し
て
泳

中
位
を
限
度
に
」
¥
業
小
忙
と
し
て
刃
四
疋
さ
れ
7

な
ど
が
竹
f
と
な
っ
て
い
る
一
批
は
今
年
十

上
に
h
わ
れ
朱
q
 
}
に
一
h
込
ル
f
上
失
,
延

内

Π
か
ら
翌
圷

H
ま
で
が
照
f
吻

"

で
あ
る
1
9
9
6
年
度
同
志
社
大
学
公
開
講
座

今
仟
も
本
確
史
資
料
鯱
(
人
文
系
)
お
よ
び
哩

!
^
^
^
、
^
^
,
N
^
イ
^
^
ン
の
恊
^
を
川
^
て
、
 
5
Ⅱ

か
ら
始
ま
っ
た
阿
ι
礼
人
7
公
開
轟
,
座
も
好
評

喪
に
前
期
の
f
定
を
終
f
し
た
。

那
Ⅱ
は
人
文
系
池
座
を
k
昭
Π
に
移
し
た
こ
と

や
告
様
'
.
Π
仏
の
効
巣
も
あ
っ
て
か
、
両
紕
・
座
と
も

咋
作
よ
り
か
な
り
応
募
名
が
多
く
、
人
文
系
で
は

人
嶋
に
一
疋
H
を
オ
ー
バ
ー
し
、
多
く
の
力
に
お
断

゛
、ノ

り
の
県
1
Π
を
川
す
器
一
と
な
っ
た
心
券
X
の
,
十
Π

n
地
も
人
阪
、
奈
良
は
も
ち
ろ
ん
、
滋
賀
、

、

兵
加

述
く
は
愛
知
、
.
噴
、
岐
n
卜
な
ど
に
及
ん
で
い
る
。

5
Ⅱ
而
Π
に
は
"
然
系
W
序
の
錦
1
岡
H
と
し

て
イ
学
の
.
内
岡
 
1
7
部
教
授
に
よ
る
「
兒
心
そ

う
あ
な
た
の
食
屯
と
題
す
る
゛
裟
が
行
わ
れ

O
o
m
工
一
m
l
》

↓
工
m
 
r
》
↓
m
m
↓
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た
約
釦
人
の
司
需
者
は
熱
心
倫
'
し
附
義
終

f
後
も
質
問
力
札
次
し
た

次
い
で
5
刈
玲
H
に
は
約
刈
人
の
受
゛
打
を
迎

え
第
1
川
同
の
人
斈
需
座
が
開
催
さ
れ
た
。
京

都
大
学
名
誉
教
授
で
現
在
大
阪
女
了
人
学
ψ
責
で

あ
る
ヒ
田
止
昭
氏
が
渡
来
文
化
の
諸
問
題
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
'
義
さ
れ
た

マ

人
条
考
古
学
倫
史
ナ
磊
む

H
H
 
池
筬
テ
ー
マ
.
内
六
介

Ⅱ
U

開
講
に
あ
た
っ
て

本
苛
度
の
各
'
座
の
内
容
は
表
1
の
通
り
で
あ

る
前
期
の
受
乱
者
総
数
は
、
内
然
系
観
人
、
人
文

系
椛
人
と
な
っ
て
い
る
。

小
島
Ⅱ

部
教
異
{
"
刑

'
師

日
本
古
代
史
と
疲
来
文
化
プ
ー
マ

南
山
城
の
人
1
遺
跡
 
1
.
県
人
と
自
然

渡
来
文
化
の
諸
問
題

大
陸
系
文
化
と
須
恵
器

山

(
後
則
〕

b
/
四

J

父
嘩

淋

火
做
女
.
1
人
、
.
七
r
k
昭

L
 
田
止

秦
氏
と
そ
の
文
化

相
楽
の
館
と
高
麗
寺

同
志
社
大
学
り
カ
レ
ン
ト
学
習
講
座

『
<
止
業
の
環
境
戦
略
」
(
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
存
心
)

・
吼
都
也
或
り
カ
レ
ン
上
,
f
習
1
鄭
は
,
バ
州
地

域
り
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
恊
議
会
と
剖
座
成
羅
大

学
と
の
共
催
に
ょ
り
{
諾
さ
れ
、
社
会
人
お
よ
び

職
業
人
を
対
象
と
し
た
体
系
的
で
、
か
っ
継
続
的

な
池
座
を
そ
の
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
ま
た
、

学
習
訥
坐
の
修
f
者
に
は
、
修
f
弧
"
か
交
付
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

本
学
に
お
い
て
も
企
業
の
環
境
戦
略
」
と
い
う

池
座
名
で
、
今
年
度
り
カ
レ
ン
上
再
誥
座
を
開

儿
心
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
の
訥
座
開
設
に
当
た

つ
て
は
、
従
来
よ
り
環
境
問
題
に
対
し
て
熱
心
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
礼

よ
り
、
本
誠
栓
営
支
援
の
た
め
の
寄
付
申
込
み

を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
寄
付
金
の
受
け
入
れ
に
ょ

り
、
内
容
に
お
い
て
さ
ら
に
允
'
実
度
の
高
い
゛
座

と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た

本
訓
座
へ
徐
一
馨
の
中
に
は
職
業
人
も
多

一
般
企
業
等
の
環
境
鼎
に
対
す
る
関
心
の

、

く

泉
橋

宇
治
橋
と

環
境
と
τ
の
食
品
・
成
長
期
の
環
境
1

磐
之
媛
伝
承
と
.
筒
木
の
韓
人
.

↓
工
m
r
》
↓
m
m
↓

見
直
そ
う
、
あ
な
た
の
食
卓

^
^
^
^
^
.
^
Q
^
ム

豊
か
な
日
本
と
、
い
の
ち
の
危
機

O
o
m
工
一
仂
工
》

織
"
"
人
'
,
敦
h
、
・
都
"
慢

淡
路
島
の
奇
形
ザ
ル
そ
の
後

杖
地
リ
術
訓
h
1
Π

辰
U
和
払

生
物
教
師
の
見
た
環
境
教
育

西
岡
一

叩
肌
仙
叩
人
'
人
X
'
・
州
放
催

宇
宙
の
り
ス
ム
て
や
さ
し
い
お
産
を

Ⅷ
芥
人
"
'
針
,
・
」
"
誘
教
授

好
壌
一
Ⅲ
ハ
一

州
ー
リ
研
発
所
助
敦
長

光
Ⅲ
埀
幸

島
ゆ
厶
助
叱
枇
以
火

左
古
か
ず
子

H
U
:
モ
ー
,
W
脚
"
N
O

、
,
τ
■
、
 
1
ι
,
.

森
の
な
か
で
幼
児
教
育

部
敦
授

池
師

和
川

'シ'.イ以"
10
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ウ
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尚
さ
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
5

"
9
H
の
第
1
回
は
、
木
訓
・
座
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
で
も
あ
る
Ⅷ
嶌
孝
経
汚
需
教
授

に
ょ
り
、
「
企
業
と
肌
境
問
題
ソ
庁
論
L
と
い

う
テ
ー
マ
で
災
施
さ
れ
、
ψ
需
今
は
熱
心
に

ヘ
ン
を
疋
ら
せ
て
い
た

今
後
、
企
樂
に
お
け
る
環
境
W
の
分
野

て
は
、
日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
方
々
を
訥

師
陣
に
迎
え
、
口
打
N
Π
ま
で
の
冏
、

扣
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
(
淋
座
ス
ケ
ジ

ユ
ー
ル
は
表
2
の
と
お
り
)
。
司
需
生
の
期
行

に
充
分
応
え
う
る
内
容
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う

な
お
、
剤
座
疋
U
に
若
干
の
余
裕
が
あ
り
、

市
轟
を
希
望
さ
れ
る
方
は
教
務
課
ま
で
小
し

込
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
念
需
料
1
5
0
0

0
円
)平

成
8
年
度
私
立
大
学
ハ
イ
テ
ク
・
リ

サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
の
選
定
を
受
け
る

平
成
8
年
皮
私
立
火
学
ハ
イ
テ
ク
・
り
サ

よ
艸
内
容
(
テ
ー
マ
笘
)

<
ル
業
と
毘
削
地
Υ
仔
論

介
業
h
動
と
地
球
環
境
問
匙

礼
会
が
介
業
に
求
め
る
も
の
」
と
<
止
業
か
村

会
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
も
の
」

企
業
の
朴
<
西
貝
臥

環
境
り
ス
ク
と
企
業

6
 
(
木
)

6

)
工
(
小
)
企
業
と
靡
東
物
岡
題

7

2
(
木
)
環
境
竹
艸
シ
ス
テ
ム
と
小
小
人
ル
業
の
対
応

0
 
(
ポ
)

水
谷
勉

^
又
L
-
^
對
り
ケ
、
Π
^
謝
^
^
^
^
^
^
^
.
f
,
^
^
^
^
^
^
^
^
^
,
^
Ⅲ
^
^
^
^
υ
Π
^
"
^
^

帥
)

鼻
境
会
計
(
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
ア
セ
ス
メ
ン
ト

に
つ
い
て

エ
コ
バ
ラ
ン
ス
会
訊
と
L
C
A

環
境
ラ
ベ
ル
に
つ
い
て

環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
と
環
境
慌
仟

(
絖
游
7
部
教
授
)

松
政
火
学
ψ
帥
/
A
1
U
環
境
保
険
室
室
k

(
城
・
氏
乳
)

企
業
の
ケ
ー
ス
ス
タ
テ
ィ
(
1
)

(
木
)

1
培
野
筬
製
薬
に
お
け
る
環
境
竹
即
1

尚
襲

Υ
'
ハ
n
」

企
業
の
ケ
ー
ス
ス
タ
テ
ィ
(
2
)

2
2
1
(
(
)
ー
プ
ロ
ク
タ
ー
・
ア
ン
ト
・
キ
十
ン
ブ
ル
の
環

境
管
即
展
開
1

9
 
企
業
の
ケ
ー
ス
ス
タ
プ
一
(
3
)

ー
ー
武
m
粲
品
の
り
ス
ホ
ン
ス
ケ
ア
対
心
1

*
峅
U
よ
8
卜
寸
5
)
S
9
古
5
)

*
J
師
の
都
介
等
に
ょ
り
Ⅷ
日
乳
の
裂
.
史
力
a
じ
る
4
介
力
あ
り
ま
す
(
捌
洲
珀
日
碍
"
"
の
饗
史
は
あ
り
ま
せ
ん
)

O
o
m
工
一
m
l
》

1
S
O
1
d
o
o
0
を
め
く
る
渚
Ⅲ
題

ノ
世
理
ザ
都
Ⅲ
d
両
,
楞
打

仏
野

牧
彦

代
火
取
締
役

掬
Y
B
A
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
代
火

↓
嵒
庸
光

Ⅱ
h
"
 
y
r

●
師

郡
嶌
子
(
経
游
学
割
教
授
)

"
門

^
U
本
環
境
此
址
機
柑

代
^
^
判
伎
山
^
^
和
伎

塩
野
襲
製
薬
制

瑞
「
智
艸
室
全
k

P
&
G
フ
ァ
ー
.
イ
ー
ス
ト
.
イ
ン
ク
Π
本
本
村
判
y
プ
ク
ニ
カ

ル
セ
ン
タ
ー

研
究
開
発
本
部
 
P
&
R
S
/
R
&
C
D
部
課
長
髭
虫
・
元
次

武
田
県
品
[
、
業
卿

叫
^
卿
n
刊
イ
f
^
伎
門
^

ツ

,
"
 
r
 
u

お
.
↓

岡
健

↓
工
m
r
》
↓
川
m
↓
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ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
宇
業
に
、
工
学
何
究
科
が
巾

舗
し
て
い
た
、
ナ
ノ
構
共
イ
ブ
リ
ッ
ド
デ
バ
イ

ス
物
竹
の
研
究
の
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
が
選
ば
れ
た
。

同
事
業
は
私
立
大
学
の
大
〕
誘
研
究
科
や
研

究
所
の
中
か
ら
最
先
端
の
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
エ
ク

ソ
フ
ト
両
面
に
わ
た
る
総

ト
に
対
す
る
、

、

ハ

ー
ド

合
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
を
口
的
に
、
本
年
皮
の

政
府
予
算
で
創
設
が
鬻
ら
れ
た
も
の
で
、
訟
大

劣
フ
ロ
ジ
エ
ク
ト
が
選
定
さ
れ
た
今
同
こ
の

郭
樂
長
定
さ
れ
た
こ
と
に
ょ
り
、
同
研
究
科
で

倫
徴
細
ナ
ノ
構
造
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
を

創
考
館
に
開
役
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ハ
ー
ソ

ナ
ル
電
'
の
窕
展
に
ょ
り
注
同
さ
れ
て
い
轟
子

機
揣
の
小
型
集
桜
化
と
'
製
化
に
と
も
な
う

秒
機
能
材
邪
の
創
小
.
に
司
け
同
志
社
大
学
は
も

と
よ
り
、
わ
が
国
の
科
学
技
術
の
窕
展
に
寄
与
し

得
る
も
の
と
朔
待
を
寄
せ
て
い
る

そ
の
他
の
ニ
ユ
ー
ス

1
9
9
7
年
皮
の
人
学
*
選
抜
か
ら
、
人
〕
響

選
拔
の
多
様
化
を
は
か
る
た
め
神
学
部
・
X
'

^
^
1
割
^
^
・
^
一
^
^
・
^
一
^
Ⅷ
^
^
^
^
1
削
^
・
'
^

学
部
(
第
1
部
)
・
工
学
部
の
各
学
部
に
お
い
て
、

入
N
是
員
の
一
部
に
つ
い
て
人
学
人
試
セ
ン
タ
ー

試
験
を
利
用
す
る
入
試
を
災
施
す
る

1
9
9
6
年
4
河
か
ら
、
枕
般
活
動
を
す
る
学

生
が
、
り
ア
ル
タ
イ
ム
な
估
桜
収
集
や
就
職
チ
ャ

ン
ス
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
就
幟
部
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
室
を
開
凱
双
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ツ
ト
、
C
D
1
R
O
M
、
電
了
メ
ー
ル
な
ど
が
利
用

て
き
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
一
架
を
加
厶
U
ル
隣
し

ナ

女
子
大
学

↓
工
m
r
》
↓
m
m
↓

第
4
回
日
本
語
日
本
文
学
科
公
開
講
演
会

0
0
仂
工
一
m
l
》

1
f
Ⅱ
、
、
水

,
ロ
シ
ア
人
の
艮
で
見
た
U
本
文
学
"

リ
ユ
ド
ミ
ー
一
フ
・
エ
ル
マ
コ
ー
ワ

゛
ー

(
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
栄
洋
学
研

究
所
極
東
享
轟
長
国
際
ロ
ポ
文
化

何
'
^
セ
ン
タ
ー
^
^
^
^
[
^
^
^
卿
^
^

於
.
ー
、
北
念
嘗
七

1
9
9
5
年
度
学
内
礼
拝
奉
仕
者
感
謝
会

1
同
玲
U
困

同
志
社
女
子
大
学
教
職
員
聖
書
研
究
会

ー
ヨ
玲
一
一
木

1
 
一
⑳
一
一
 
k

社
内
校
入
試

食
物
学
科
卒
業
研
究
発
表
会

1
月
訟
Π
⑪
S
器
Π
御

日
楽
学
科
公
開
卒
業
試
験

(
オ
ル
ガ
ン
)
 
2
H
7
U
咽

↓
,
.
二
 
2
上
ー
モ
上

(
チ
エ
ン
バ
巳
 
2
Ⅱ
W
H
山

叩
屠
,
Ⅱ
獣
 
2
f
 
H
n

(
芋
博
)
 
2
」
口
日
⑪

,
,
劣
^
^
参
、
:

゛
智
;
モ
'
ψ
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(
余
,
"
・
打
*
璽
 
2
打
W
H
Ⅱ

音
楽
学
科
公
開
卒
業
論
文
発
表
会

第
三
年
次
編
入
学
試
験
お
よ
ぴ
第
三
年
次

編
入
学
試
験
(
社
会
△

2
打
鈴
U
,
山

第
三
年
次
編
入
学
試
験
お
よ
び
第
三
年
次

編
入
学
試
験
(
社
会
△

合
格
発
表

3
"
5
n
御

声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
オ
ペ
ラ

フ
一
力
口
の
結
婚
 
2
"
部
H
ゆ

日
本
語
日
本
文
学
科
卒
業
研
究
発
表
会

2
打
M
U
水

家
政
学
研
究
科
修
士
論
文
発
表
会

家
政
学
科
卒
業
研
究
発
表
会

2
"
⑳
Π
網
S
飢
H
咽

ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
 
3
N
4
U
⑪
S
9
1

卒
業
礼
^
。
町
を
た
た
く
0
 
3
村
M
H
D

ル
Ⅲ

村
上
仰
(
東
京
女
f
大
学
教
授
)

"
Ⅱ

新
入
生
学
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン

(
堰
期
人
一
締
)

4
H
4
Π
術
S
5
H
胴

(
"
,
イ
"
'
"
r
灯
ト
ー
,
"
U
オ
文
田
,
f
s

4
打
U
U
団
S
N
日
側

春
期
宗
教
教
育
強
調
週
問

頌
啓
会
特
別
専
修
生
修
了
演
奏
会

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会

4
Ⅱ
而
H
冉
S
鈴
H
ト

↓
工
m
r
》
↓
m
m
↓

日
楽
学
科
入
試
説
明
会
(
教
'
U
対
象
)

4
"
即
H
ω
S
器
口
H

於
頌
杵
飢
ホ
ー
ル

2
Ⅱ
四
Π
⑪

。
地
吋
時
代
と
私
た
ち
"

乱
Ⅲ

桃
井
和
埼
(
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)

Ⅱ
Ⅱ

'
Ⅲ

那
Ⅲ
綾
f
(
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)

U
Ⅱ

於
.
力
Ⅷ
的
"
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

日
楽
文
化
専
攻
公
開
講
座
 
5
"
玲
品

4
H
'
謙
法
に
つ
い
て
0

ル
Ⅲ

栗
林
文
航
(
北
沼
張
大
砺
教
授
)

Ⅱ
n

栄
光
会
役
員
会

5
"
W
Π
困

於
京
都
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
公
開
レ
ツ
ス
ン

O
o
m
工
一
m
l
》

2
Ⅱ

教
員
対
象
入
試
説
明
会

於
Ⅲ
辺
キ
ャ
ン
ハ
ス

頌
啓
会
講
演
会

池
帥
佐
波
裕

リ
ト
リ
ー
ト
 
5
乃
W
Π
ω
S
N
Π
⑪

5
"
釦
Π
木

於
マ
リ
ア
ー
、
シ
ユ

6
打
8
Π
1

゛
則
へ
ラ
・
カ
ト
ー
ナ

教
員
対
象
入
試
説
明
会

5
n
鈴
H
水

於
人
阪
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル

5
Ⅱ
詑
Π
水

＼

、

、

地
.

,
、

《
ミ
ミ

戻
剖
辺

解
、、

＼
＼

、

＼

出
川
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高
等
学
校

新
任
講
師
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン4
月
6
U
出

4
月
8
日
⑪

入
学
式
新
入
生
四
七
人
う
ち
女
イ
五
人
(
う

ち
外
部
中
学
出
身
者
四
四
人
)
男
子
九

人
(
う
ち
同
五
人
)

4
月
器
Π
御

健
康
診
断

遠
足
(
8
日
咽
の
雨
天
変
更
)
 
5
月
巧
Π
咽

5
打
別
日
圈
S
即
H
咽

中
間
試
験

6
月
3
日
⑪
S
8
Π
出

木
教
週
間
荒
川
共
生
(
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
)

゛
師

佐
藤
剛
(
同
胞
の
家
)

上
村
順
一
郎
(
早
稲
田
教
会
)

十
沢
茂
(
バ
プ
テ
ス
ト
・
ホ
ー
ム
)

6
同
3
日
⑪
S
巧
日
出

教
育
実
習

キ
リ
ス
ト
教
科
人
ほ
か
卜
九
人

保
護
者
個
別
面
談

作
ミ
リ
ア
ム
・
プ
レ
ス
ラ
ー
)於
新
島
心
念
゛
坐

日
)
 
4
月
別
Π
咽

一
年
生
ク
ラ
ス
合
宿

7
打
口
日
倹
・
B
日
幽

示
都
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
ハ
ウ
ス
ほ
か
7
会
場
に
て

6
^
^
U
^
^
^
^
^
S

7
月
4
H
困
S
9
日
関

期
末
試
験

7
打
W
日
水

一
一
・
三
年
生
団
体
鑑
賞

劇
団
コ
ー
ロ
だ
れ
が
朽
を
投
け
た
の
か
(
原

香
里
中
高

↓
工
m
r
》
↓
m
m
↓

入
学
式

始
業
式
一
校
祖
墓
参
.

(
浜
名
湖
、

P
T
A
総
会

高
一
校
祖
墓
参
.

(
近
江
八
楴
、

0
0
仂
工
一
m
エ
ン

4
月
8
H
珂

4
打
9
日
御

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

H
)
 
4
月
那
Π
困

泊

4
村
器
口
御

オ
リ
エ
ン
テ
ー
、
ソ
ヨ
ン

0

ヨ、Υ

遠
足

、

若
雫
山
直
神

(
中
明
日
香
村
、

巾

4
月
部
H
困

'
局
宇
治
)

保
健
の
日

(
゛
Ⅲ
d
椋
"
孕
氏
男
f
の
廿
教
育
に
つ
い

5
河
8
H
咽

て
・
令
校
生
徒
検
診
)

高
一
以
下
中
問
テ
ス
ト
5
同
Ⅱ
H
圈
S
幻
H
閥

高
三
畳
三
斉
テ
ス
ト
5
月
玲
日
幽
S
幻
日
御

1令
"1
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三
狂
言
(
柿
山
伏
・
附
子
)
鑑
賞
5
打
討
日
倒

教
育
実
習
 
5
刃
別
Π
中
6
月
6
H
杓

高
校
ス
ボ
ー
ツ
大
会

5
司
Π
Ⅱ

学
ス
ポ
ー
ツ
大
会

5
月
器
日
御

花
の
日
礼
拝

゛
袈
脇
忠
雄
牧
卯
)

5
刃
船
日
姻

テ
レ
ホ
ン
情
報
サ
ー
ビ
ス
開
始

高
二
歌
奨
伎
(
鳴
神
)
鑑
賞

宗
教
教
育
強
調
週
問

O
o
m
工
一
m
l
》

高
三
文
楽
(
=
干
三
問
堂
棟
由
来
)
鑑
賞

6
刈
Ⅱ
日
働

中
学
同
和
教
育
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ア
ワ
ー

6
河
帰
日
木

大
雨
洪
水
報
発
令
で
臨
時
休
校6

村
W
H
W

特
別
礼
拝

^
^
^
^
^
^
^
川
^
 
6
ヲ
5
^
^

宗
教
教
育
教
職
員
研
修
会

^
則
^
k
^
也
^
^
^
戸
^
襄
に
^
せ
ら
^

6
Ⅱ
5
H
咽

P
T
A
授
業
参
観
懇
談

6
勾
7
Π
飼

学
第
一
回
学
校
説
明
会

(
授
業
公
開
)

3
村
玲
日
わ

二

6
"
1
H
出

6
門
1
口
ω

6
月
3
U
⑪
S
8
日
ω

教
職
員
同
和
教
育
研
修
会

(
J
師
池
豐
枝
氏
鞁
劣

て
)

作
を
振
り
返
っ

6
刀
玲
H
水

学
期
末
考
査
 
6
村
習
圈
S
7
J
3
日
水

中
学
水
泳
大
会

7
Ⅱ
5
日
人
也

終
業
式
.
学
校
内
外
大
掃
除
 
7
川
B
口
上

P
T
A
会
誌
香
里
の
丘
二
八
号
発
行

7
同
B
日
士

女
子
中
高

4
門
6
Π
佃

創
立
者
永
眠
記
念
礼
拝

彩
,
1
山
出
^
ー
イ
^
Ⅱ
丁
^

^
"
L
^
^
^
^
f
^
^
^
^
^
一
^
^

合
同
読
書
会
奔
Ⅲ
中
刷
と
)
 
2
打
Ⅱ
品

安
同
湫
石
『
功
ち
ゃ
ん
於
本
校
図
淫
鯲

高
二
保
護
者
会

2
N
訟
日
咽

沖
縄
力
而
修
学
旅
行
及
び
進
学
説
明
会

卒
業
式

新
△
系
小
学
一
年
二
三
八
人

商
交
一
ド
ニ
L
、
一
＼

カ
ナ
ダ
語
学
研
修
7
村
訂
Π
^
S
8
h
幼
U
^

6
H
8
Π
①

↓
工
m
r
》
↓
m
m
↓

1
J
器
、
火

卒
業
牛
小
学
三
年
二
四
三
人

」
寝
三
年
二
人
九
人

^
^
^
^
^
^
^
 
3
h
^
日
勵
S
^
日
^

h
き
先
北
九
州
力
血

高
二
修
学
旅
行
 
3
刈
Ⅱ
U
田
S
部
U
咽

行
き
先
沖
縄
力
而

ス
キ
ー
学
舎

1
U
"
向
六
X

Ⅱ
期
小
7

入
学
式

^
 
3
Ⅱ
^
U
^
S
^
H
^

3
^
2
H
^
ホ
S
^
日
^

ノ
ー

わ
き
先
栂
池
局
原
ス
キ
ー
易
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4
同
加
日
山

女
子
部
創
立
記
念
礼
拝

女
学
校
今
什
物
諦
1
私
の
同
志
社

都
間
和
子
(
兀
同
志
社
女
十
中
・
吊
教
ム
・
脚
)

5
村
8
H
咽

季
遠
足

5
打
Ⅱ
H
佃
S
W
U
印

中
一
修
養
会

ブ
ー
マ
な
か
よ
く
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